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① 政治経済学

以下の４つの問いのすべてに解答せよ。なお、各解答の冒頭には以下の問いの番号（たとえば〔１〕）

を記載せよ。

〔１〕カール・マルクス（Karl Marx）が『資本論（Das Kapital）』第１巻第２篇第４章において述べた

「資本の一般的定式」について、「商品流通の直接の形態」である「W‐G‐Ｗ（商品‐貨幣‐商品）」とい

う定式との根本的な相違に着目しながら、説明せよ。

〔２〕上記の「資本の一般的定式」がはらむ「矛盾」を、マルクスの叙述に沿って説明せよ。

〔３〕「資本の一般的定式」がはらむ上記の「矛盾」を克服することを可能にした歴史的
．．．

な
．
前提条件を、「二

重の意味で自由な労働者」という概念を用いながら説明せよ。

〔４〕「資本の一般的定式」がはらむ上記の「矛盾」を克服することを可能にした論理的
．．．

な
．
前提条件を、他

の諸商品とは異なる労働力商品の独特の性格に言及しながら説明せよ。
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② ミクロ経済学

以下の[1]-[3]の全ての問に答えよ。 

[1] 
2 種類の財を消費することから効用を得る消費者を考える。この消費者の効用関数は次のよ
うに表される。 

𝑢𝑢(𝑥𝑥1,𝑥𝑥2) = 𝑥𝑥1
α1𝑥𝑥2

α2 ,  α1 > 0, α2 > 0 
ただし、𝑥𝑥𝑖𝑖 (≥ 0)は第𝑖𝑖財の消費量、α𝑖𝑖は定数である（𝑖𝑖 = 1,2）。第𝑖𝑖財の価格を𝑝𝑝𝑖𝑖 (> 0)、消費
者の所得を𝑀𝑀 (> 0)とすると、消費者の予算制約は𝑝𝑝1𝑥𝑥1 + 𝑝𝑝2𝑥𝑥2 = 𝑀𝑀で表される。消費者は予
算制約内で効用を最大化するように財の消費量を選択する。 

(a) 効用最大化問題を解くことで、第𝑖𝑖財の需要関数𝑥𝑥𝑖𝑖(𝑝𝑝1,𝑝𝑝2,𝑀𝑀)を求めよ（𝑖𝑖 = 1,2）。
(b) 第𝑖𝑖財の価格𝑝𝑝𝑖𝑖が上昇すると、第𝑖𝑖財の需要𝑥𝑥𝑖𝑖(𝑝𝑝1,𝑝𝑝2,𝑀𝑀)がどのように変化するか（𝑖𝑖 = 1,2）。 

[2] 
2 種類の生産要素を投入することで 1種類の財を生産する企業の費用関数が次のように表
される状況を考える。 

𝐶𝐶(𝑤𝑤1,𝑤𝑤2,𝑦𝑦) = 2𝑤𝑤1
1
2𝑤𝑤2

1
2𝑦𝑦 

ただし、𝑤𝑤𝑖𝑖は第𝑖𝑖生産要素価格（𝑖𝑖 = 1,2）、𝑦𝑦は財の生産量である。 

(a) 生産量条件付き第𝑖𝑖生産要素需要関数𝑥𝑥𝑖𝑖(𝑤𝑤1,𝑤𝑤2,𝑦𝑦)を求めよ（𝑖𝑖 = 1,2）。
ヒント：費用関数と生産量条件付き生産要素需要関数の間には

𝜕𝜕𝐶𝐶
𝜕𝜕𝑤𝑤𝑖𝑖

(𝑤𝑤1,𝑤𝑤2,𝑦𝑦) = 𝑥𝑥𝑖𝑖(𝑤𝑤1,𝑤𝑤2,𝑦𝑦) 𝑖𝑖 = 1,2 

が成り立つ（シェファードの補題）。解答の際にはこの関係式を用いてよい。 
(b) 生産関数𝑓𝑓(𝑥𝑥1,𝑥𝑥2)を求めよ。

ヒント：生産量条件付き第 1 生産要素需要関数と生産量条件付き第 2 生産要素需要関
数の積𝑥𝑥1(𝑤𝑤1,𝑤𝑤2,𝑦𝑦) × 𝑥𝑥2(𝑤𝑤1,𝑤𝑤2,𝑦𝑦)を計算してみよ。
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[3] 
ある企業（A社）がある地域に出店するかどうかを選択する状況を考える。この地域には既
存企業（B 社）が存在し、A 社が出店した場合、B 社は攻撃的な行動（激しい価格競争等）
か共存的な行動のどちらかを選択する。なお、本問では全てのプレイヤーの情報集合が 1つ
のみであるから、プレイヤーの行動と戦略を同一のものとして差し支えない。両社の利得は
次のように与えられる。 
 A 社が出店し、B 社が攻撃的な行動をとった場合、A 社も B 社も損失を被り、A 社の利

得と B 社の利得はともに−1になる。
 A 社が出店し、B 社が共存的な行動をとった場合、A 社も B 社もある程度の利益が得

られ、A 社の利得と B 社の利得はともに 1になる。
 A 社が出店しない場合、A 社の利得は 0、B 社の利得は 2 になる。
このゲームの利得行列は以下のように表される。

A 社＼B 社 攻撃的行動をとる 共存的行動をとる 
出店する (−1, −1) (1, 1) 
出店しない (0, 2) (0, 2) 

また、このゲームの木は以下のように描かれる。 

(a) このゲームのナッシュ均衡を全て求めよ。
(b) このゲームの部分ゲーム完全均衡を求めよ。また、(a)で求めたナッシュ均衡のうち部

分ゲーム完全均衡でないものがあるならば、それが部分ゲーム完全均衡でない理由を
説明せよ。

A 社 

B 社 
出店する 

出店しない 

攻撃的行動 

共存的行動

(A 社, B 社) 

(−1, −1) 

(1, 1) 

(0, 2) 
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③ マクロ経済学

以下の問題 [1]、[2]の両方に答えよ。なお、答えに至る途中経過も示すこと。 

[1] 世代重複モデルについて、 以下の問題(a), (b), (c)に答えよ。

家計の効用関数は𝑈𝑈𝑡𝑡 = (𝑐𝑐𝑡𝑡
𝑦𝑦)𝛼𝛼(𝑐𝑐𝑡𝑡+1𝑜𝑜 )1−𝛼𝛼,      0 < 𝛼𝛼 < 1 

とする。ここで𝑐𝑐𝑡𝑡
𝑦𝑦
は若年期の消費、𝑐𝑐𝑡𝑡+1𝑜𝑜 は老年期の消費である。予算は、 

𝑐𝑐𝑡𝑡
𝑦𝑦 = 𝑤𝑤𝑡𝑡 − 𝑠𝑠𝑡𝑡,   𝑐𝑐𝑡𝑡+1𝑜𝑜 = (1 + 𝑟𝑟𝑡𝑡+1)𝑠𝑠𝑡𝑡 

とする。ここで𝑤𝑤𝑡𝑡は若年期の賃金収入、𝑠𝑠𝑡𝑡は貯蓄、𝑟𝑟𝑡𝑡+1は利子率とする。 

(a) この家計が効用最大化行動をとるとき、貯蓄𝑠𝑠𝑡𝑡の値はどうなるか。

(b) マクロ経済の均衡で、𝐾𝐾𝑡𝑡+1 = 𝑠𝑠𝑡𝑡𝐿𝐿であるとする。ここで𝐾𝐾𝑡𝑡+1は資本、𝐿𝐿は労働(＝若年期の

家計数)で一定とする。なお、コブ・ダグラス型生産関数(𝑌𝑌𝑡𝑡 = 𝐴𝐴𝐾𝐾𝑡𝑡
𝛽𝛽𝐿𝐿1−𝛽𝛽)の下で、賃金𝑤𝑤𝑡𝑡

は

𝑤𝑤𝑡𝑡 = (1− 𝛽𝛽)𝐴𝐴𝑘𝑘𝑡𝑡
𝛽𝛽 

であるとする（𝑘𝑘𝑡𝑡 = 𝐾𝐾𝑡𝑡/𝐿𝐿、0 < 𝛽𝛽 < 1、𝐴𝐴>0）。このとき、労働 1 単位当たり資本𝑘𝑘の動

きをあらわす方程式はどうなるかを示せ。

(c) 定常状態における労働 1 単位当たり資本𝑘𝑘*の値を求めよ。労働への分配率 �𝑤𝑤𝑡𝑡𝐿𝐿
𝑌𝑌𝑡𝑡
� が高

いとき、𝑘𝑘*はどうなるか説明せよ。

[2] IS－LM モデルについて、以下の問題(d), (e), (f)に答えよ。

財市場均衡条件： 𝑌𝑌 = 𝐶𝐶 + 𝐼𝐼 + 𝐺𝐺 
貨幣市場均衡条件： 𝑀𝑀 = 𝑌𝑌 − 0.2𝑟𝑟 

ただし、𝑌𝑌：総生産、𝐶𝐶：消費、𝐼𝐼：投資、𝐺𝐺：政府支出、𝑀𝑀：貨幣量、𝑟𝑟：利子率とする。さ

らに、消費、投資、政府支出はそれぞれ次の式で表されるものとする。

𝐶𝐶 = 𝐶𝐶0 + 0.5𝑌𝑌 
𝐼𝐼 = 𝐼𝐼0 − 0.1𝑟𝑟 
𝐺𝐺 = 𝐺𝐺0 

ここで、𝐶𝐶0、𝐼𝐼0, 𝐺𝐺0は定数であるとする。 

(d) 均衡総生産と均衡利子率とを、𝐶𝐶0、𝐼𝐼0, 𝐺𝐺0、𝑀𝑀を含む式であらわせ。

(e) 政府支出𝐺𝐺0が 1 単位増えると、均衡総生産はどう変化するか説明せよ。

(f) 貨幣量𝑀𝑀が 1 単位増えると、均衡利子率はどう変化するか説明せよ。
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④ 計量経済学

以下の全ての問題に答えなさい。答えに至る途中経過も示しなさい。

[1] 変数𝑥𝑥𝑖𝑖  の標本平均を𝜇𝜇𝑥𝑥、標本分散を𝜎𝜎𝑥𝑥
２
、変数𝑦𝑦𝑖𝑖の標本平均を𝜇𝜇𝑦𝑦、標本分散を𝜎𝜎𝑦𝑦

２ とし、

 𝑖𝑖 = 1, 2,⋯ ,𝑛𝑛 とする。また、𝑥𝑥𝑖𝑖と𝑦𝑦𝑖𝑖の標本共分散を𝜎𝜎𝑥𝑥𝑦𝑦、𝑥𝑥𝑖𝑖と𝑦𝑦𝑖𝑖の標本相関係数を𝑟𝑟𝑥𝑥𝑦𝑦として、

以下の問題に答えなさい。

（1－1） 𝜎𝜎𝑥𝑥𝑦𝑦  を𝑥𝑥𝑖𝑖、𝑦𝑦𝑖𝑖、𝜇𝜇𝑥𝑥、𝜇𝜇𝑦𝑦の式で表しなさい。

（1－2） 𝑟𝑟𝑥𝑥𝑦𝑦   を𝜎𝜎𝑥𝑥 、σy 、𝜎𝜎𝑥𝑥𝑦𝑦の式で表しなさい。

（1－3） −1 ≤ 𝑟𝑟𝑥𝑥𝑦𝑦 ≤ 1 であることを証明しなさい。

（1－4） �𝑟𝑟𝑥𝑥𝑦𝑦� = 1 を成立させるための必要十分条件を求めなさい。

[2] 3 つの変数𝑥𝑥𝑖𝑖 ,𝑦𝑦𝑖𝑖 , 𝑧𝑧𝑖𝑖  (𝑖𝑖 = 1, 2,⋯ ,𝑛𝑛)に対して、以下のような 2 つの線形回帰モデルを考

える。ここで、𝑥𝑥𝑖𝑖 , 𝑧𝑧𝑖𝑖は確率変数ではない確定的な変数とする。また、∑ 𝑥𝑥𝑖𝑖2𝑛𝑛
𝑖𝑖=1 − �∑ 𝑥𝑥𝑖𝑖𝑧𝑧𝑖𝑖𝑛𝑛

𝑖𝑖=1 �2

∑ 𝑧𝑧𝑖𝑖
2𝑛𝑛

𝑖𝑖=1
≠ 0

でかつ、 lim
𝑛𝑛→∞

�∑ 𝑥𝑥𝑖𝑖2𝑛𝑛
𝑖𝑖=1 − �∑ 𝑥𝑥𝑖𝑖𝑧𝑧𝑖𝑖𝑛𝑛

𝑖𝑖=1 �2

∑ 𝑧𝑧𝑖𝑖
2𝑛𝑛

𝑖𝑖=1
�＝∞と仮定する。 

モデル A：

𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝛽𝛽𝐴𝐴𝑥𝑥𝑖𝑖 + 𝛾𝛾𝐴𝐴𝑧𝑧𝑖𝑖+𝑢𝑢𝑖𝑖  ( 𝑖𝑖 = 1, 2,⋯ ,𝑛𝑛)

ここで、𝛽𝛽𝐴𝐴,𝛾𝛾𝐴𝐴は係数、𝑢𝑢𝑖𝑖は母平均 0、母分散σA2 (> 0)の誤差項で、𝑢𝑢1,𝑢𝑢2, ･･･,𝑢𝑢𝑛𝑛は独 
立であるとする。

モデル B：

 𝑦𝑦𝑖𝑖 = 𝛽𝛽𝐵𝐵𝑥𝑥𝑖𝑖 + 𝑣𝑣𝑖𝑖  ( 𝑖𝑖 = 1，2,⋯ ,𝑛𝑛) 
ここで、𝛽𝛽𝐵𝐵は係数、𝑣𝑣𝑖𝑖は母平均 0、母分散σ𝐵𝐵2 (> 0)の誤差項で、𝑣𝑣1,𝑣𝑣2, ･･･,𝑣𝑣𝑛𝑛は独立 
であるとする。

（2－1）モデル A における𝛽𝛽𝐴𝐴 の最小二乗推定量を求めなさい。 

（2－2）モデル A の定式化が正しく、モデル B の定式化が誤り、すなわち𝛾𝛾𝐴𝐴 ≠ 0であると

仮定する。そのとき、モデル B における最小二乗推定量𝛽𝛽𝐵𝐵 は、モデル A における係数𝛽𝛽𝐴𝐴 
の不偏推定量であるか、また一致推定量であるかを説明しなさい。

（2－3）モデル B の定式化が正しく、モデル A の定式化において過剰な係数𝛾𝛾𝐴𝐴も推定する

ことになっているとする。そのとき、モデル A における最小二乗推定量𝛽𝛽𝐴𝐴 は、モデル B に

おける係数𝛽𝛽𝐵𝐵  の不偏推定量かどうか、また一致推定量であるかどうか説明しなさい。 
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⑤ 経済史

以下の表は、明治期における、日本の綿紡績業（1883～99 年）の発展過程を表したもの

です。綿紡績業は、綿花（原綿）から綿糸を生産する産業です。錘数は紡錘数を示し、紡

錘数が増えると綿糸生産力が拡大します。表に基づき以下の問い全てに回答してください。 

〔問１〕表の「会社数」と「錘数」、「生産量」の数値に基づき、日本の綿紡績業がどの

ように発展したかを、200 字程度で説明してください。 
〔問２〕表の「輸入量」と「輸出量」の数値に着目し、日本の綿紡績業がいつ頃、綿糸

の輸入代替を実現したかを、200 字程度で述べてください。 
〔問３〕表の「原綿消費量」、「原綿消費量に占める外国綿の割合」「外国綿の内訳」の数

値に注目し、綿花の輸入先がどのように変化したのかを、200 字程度で答えてください。 

生産量 輸入量 輸出量
中国綿
(%)

インド綿
(%)

米国綿
(%)

1883 16 4.4 2.1 14.8

1884 19 5.0 2.4 12.7

1885 22 6.0 2.9 12.8

1886 22 7.2 2.8 14.8

1887 21 7.7 4.2 20.0 4.7 45

1888 24 11.6 5.7 28.5 6.5 46

1889 28 21.5 12.1 25.7 15.5 75 68 7 0

1890 30 27.8 18.9 19.1 0.006 24.5 86 63 19 4

1891 36 35.4 26.1 10.4 0.02 32.0 86 40 39 8

1892 39 38.5 36.9 14.6 0.02 41.2 92 30 48 12

1893 40 38.2 38.7 11.6 0.2 48.3 97 46 38 8

1894 45 53.0 52.6 9.6 2.1 67.3 98 51 35 8

1895 47 58.1 66.0 8.8 2.1 82.7 99 45 40 10

1896 61 75.7 72.3 12.0 7.8 93.3 99 27 58 11

1897 65 97.1 92.0 9.7 25.2 116.3 100 17 63 17

1898 74 115.0 116.0 9.6 41.3 145.1 100 8 57 31

1899 78 119.0 136.3 4.9 61.4 167.8 100 4 64 30

出典：三和良一『概説日本経済史近現代』東京大学出版会、2012年、60頁を基に作成。

綿紡績業の発展（1883～99年）
外国綿の内訳綿糸（千トン）

年次 会社数
錘数(万
錘)

原綿消費量
（千トン）

原綿消費
量に占め
る外国綿
の割合(%)
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⑥ 経済政策

以下の文章は、「経済財政運営と改革の基本方針 2023（仮称）」の原案の一部である。この文章に関連

した以下の問い[１]～[３]に答えよ。なお、解答の際には、以下の図表群の資料を適宜、使用しながら答

えること。 

２．持続可能な社会保障制度の構築 

日本が本格的な「少子高齢化・人口減少時代」を迎える歴史的転換期において、今後の人口動態の変化や

経済社会の変容を見据えつつ、目指すべき将来の方向として、「少子化・人口減少」の流れを変えるとと

もに、分厚い中間層を形成し、これからも続く「超高齢社会」に備えて持続可能な社会保障制度を構築す

る必要がある。第２章３「少子化対策・こども政策の抜本強化」に基づく対策を着実に推進し、現役世代

の消費活性化による成長と分配の好循環を実現していくためには、医療・介護等の不断の改革により、ワ

イズスペンディングを徹底し、①保険料負担の上昇を抑制することが極めて重要である。このため、②全

ての世代で能力に応じて負担し支え合い、➂必要な社会保障サービスが必要な方に適切に提供される全

世代型社会保障の実現に向けて、改革の工程 216 の具体化を進めていく。また、これらに基づいて、最

新の将来推計人口や働き方の変化等を踏まえた上で、給付・負担の新たな将来見通しを示すものとする。 

注：ただし、下線は出題者が引いている。 

出典：令和５年第８回経済財政諮問会議 （資料１）「経済財政運営と改革の基本方針 2023（仮称）」（原案）令和５年６月７日。 

[１] 下線部➀に関連して、本文では保険料負担の上昇を抑制することが重要だと述べているが、それは

何故だと思われるか。また、その意見に対するあなたの見解もあわせて述べなさい。 

[２] 下線部➁に関連して、全ての世代で能力に応じて負担し合える財源とは、どのようなものがあるか。

また何故その財源がふさわしいと思われるのか。あなたの見解を述べなさい。 

[３] 下線部③に関連して、全世代型の社会保障の実現とは、具体的にどのような社会保障制度に変えて

いくことと考えるか。また、なぜそのような社会保障制度体系にすることが全世代型の社会保障の実現

となるのか。あなたの見解を述べなさい。 
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図表群 

出典：財務省「日本の財政関係資料」令和 5年 4 月。 

出典：財務省「日本の財政関係資料」令和 5年 4 月。 

社会保障給付費とその財源構成 
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出典：財務省「負担率の関する資料」（https://www.mof.go.jp/tax_policy/summary/condition/016.pdf）。 

出典：財務省「日本の財政関係資料」令和 5年 4 月。 
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⑦ 国際経済

南北問題という分析枠組みは、現実の国際経済関係を分析する上での枠組みとして、

説得力を低下させてきたといえる。その理由について、以下の時期区分に従って説明

しなさい。 

〔１〕1970年代当時の発展途上国のありようを説明しなさい。 

〔２〕1980年代における変容を説明しなさい。 

〔３〕かつての発展途上国の、1990年代以降今日に至るありようを説明しなさい。 
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